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令和３年度環境絵画コンクール

　本コンクールは、県内の小学生を対象に、環境について考えていることや感じていること、こうなった
らいいなと思うことなどをテーマに絵画を募集しています。今年は、県内161の小学校から2,296点と過去
最高数の出品がありました。その中から特選各学年２点、入選同４点、佳作同４点の合計60点の入賞作品
を選出しました。入賞作品を掲載した「2022くまもとエコカレンダー」を作成し、特選作品は各月のペー
ジに載せております。

　今年度は、昨年度より一気に約300点増の応募があり、関係者一同大変う
れしく思いました。審査会では、そのすべての作品を、１つ１つじっくりと
見させていただきました。どの作品からも環境を大切にする思いを感じるこ
とができ、審査員の先生がとても悩まれていました。すばらしい作品を応募
いただき、ありがとうございました。
　なお、入賞した作品は、令和４年３月31日（水）まで、グランメッセ熊本
に展示していますので、ぜひご覧ください。

「令和３年度熊本県環境絵画コンクール」入賞作品の紹介

審査会の様子
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　出品してくださった小学生の皆さん、応募を呼び掛けていただいた関係者の皆様、ご協
力ありがとうございました。

令和３年度環境絵画コンクール

「きれいなかわ」
高森町立高森中央小学校　新谷　一翔

「ツマグロヒョウモンチョウがとんだ！」
合志市立西合志南小学校　鎌田　美咲

「藤の花」
和水町立菊水小学校　近藤　弘樹

「天草のうみ」
熊本市立川尻小学校　植野　新大

「きれいな川」
玉名市立玉陵小学校　城戸　希心

「自然の恵み」
熊本市立北部東小学校　内田　紗那

「くものせかい」
益城町立広安西小学校　中島　実希

「しぜん」
熊本市立出水南小学校　橋本　優花

「地下水を大切にしよう。」
熊本市立託麻原小学校　豊田　花

「どこでもかぶと虫」
熊本市立白山小学校　仁田脇　龍基

「おばあちゃんちのやさい」
熊本市立長嶺小学校　後藤　希美

「大好きな江津湖」
熊本市立五福小学校　本田　愛季那

「てんとうむし」
益城町立広安西小学校　山田　紘夢

「水道水」
熊本市立壺川小学校　玉井　美葉

「太陽の元気と月の悲しみ」
熊本市立田迎小学校　奥田　眞優

「きれいな海にしよう！」
熊本市立河内小学校　福島　朱梨

「スナメリがいる天草の海」
熊本市立大江小学校　水上　結里加

「道」
熊本市立力合西小学校　西村　こはる

「くわがたいっぱい」
玉名市立玉名町小学校　野口　聡太

「自然」
熊本市立北部東小学校　宮﨑　光莉

「理想の地球」
熊本市立北部東小学校　緒方　愛望

「みんなのちきゅう」
上天草市立教良木小学校　榎田　晃大

「芦北の海」
宇城市立豊福小学校　俣溝　篤人

「美しい地球。」
玉名市立玉名町小学校　井口　莉緒奈
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　このコンクールは、熊本県環境センター・グランメッセ熊本主催、再春館製薬所協賛により毎年行って
います。来年度も開催予定です。

令和３年度環境絵画コンクール

「とんぼのいるせかい」
熊本市立山ノ内小学校　吉田　晴翔

「ちきゅうとうちゅうは広い」
大津町立美咲野小学校　山内　彩楽

「タガメの思い出」
熊本市立秋津小学校　永田　伊織

「きょうりゅう時代の地球」
山鹿市立鹿本小学校　大塚　拓真

「ポイすてＮＯ×リサイクルＯＫ！」
熊本市立託麻原小学校　西田　里桜

「自然と生き物」
熊本市立春日小学校　筑紫　凛

「むしのせかい」
益城町立広安西小学校　清水　柑名

「水がとてもきれい」
熊本市立出水南小学校　寳部　陽斗

「森を流れる川」
芦北町立田浦小学校　荒川　佳穂

「カブト虫とあそんだよ」
苓北町立都呂々小学校　松本　忠憲

「あなたはそれでいいんですか？」
熊本市立田迎南小学校　有村　杏奈

「自然豊かな明るい未来へ」
熊本市立北部東小学校　中野　和水

「虫をぜんぶつかまえる」
熊本市立大江小学校　波呂　太一

「元気できれいな海」
熊本市立白川小学校　宮本　陽

「森林伐採」
熊本市立池田小学校　吉村　虎之助

「しぜんが大すき」
菊陽町立菊陽中部小学校　秋田　悠成

「雷のエネルギーを使った未来都市」
熊本市立田迎西小学校　中川　笑里

「蓮の花」
玉名市立玉名町小学校　澤田　寧々

「うみのごみひろい」
熊本市立出水小学校　高橋　夏々

「うちゅうゴミがふって、地球がないている。」
益城町立広安小学校　馬場　美空

「明るい川にダイブ」
熊本市立健軍東小学校　八坂　明実花

「生きものたちは、何をしているのかな」
熊本市立白川小学校　中田　彩音

「虫が安心してくらせるかんきょう」
熊本市立月出小学校　堀ノ内　結愛

「寂心さんの木」
熊本市立川上小学校　合田　征真



水俣高校での環境への取り組み
１　エコスクール登録
　水俣高校は、特定非営利活動法人 FEE Japan（国
際環境教育基金）実施のエコスクールプログラムに
登録しています。環境に関する活動を美化委員と環
境委員が連携して企画し、全校生徒・職員全員で取
り組んでいます。美化委員によるゴミ収集場での活
動や月に１回のエコスクールＤａｙ等の活動が評価
され、最上位の「グリーンフラッグ校」に2023年３
月31日まで２年間認定されています。

２　日々の取り組み
（１）資源箱の製作（建築コース）と活用
　本校では環境に配慮した取組の一環として、プラスチッ
クゴミの削減を進めています。建築コース生徒が製作し
た内容物が見えるデザインの回収箱（ゴミではなく分別
により資源となるため）を「資源箱」と名付けて、各ク
ラスで活用しています。中身が見えることで分別が徹底
され、従来のゴミ箱を使っていた昨年度に比べ、プラス
チックゴミの回収量を約２割減らすことができました。

（２）美化委員によるゴミ集積場での活動
　毎日ゴミの分別状況を確認、計量しています。分類別に計量して一人あたりのゴミ排出量を計算し、集計結
果を教室に掲示します。また、分別のこまめな呼びかけ、分別間違いがあったときの周知・改善のお願いも行っ
ています。生徒・職員ともに日頃からの分別を気にするようになり、ゴミの削減につながっています（資料２）。
また、よりよい行動を目指そうとする姿が増え、１学期の終盤には分別不徹底による持込ゴミの持ち帰りはゼ
ロになりました。
　今年度はゴミ集積場の環境美化も行い、壁の塗装や電灯修理、レイアウト変更を行い、５Ｓ（職場環境を整
えるための５つの要素「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「しつけ」の総称）の行き届いた集積場を作り上げたこ
とも、分別活動が上手くいっている要因となっています。

（３）アイシティｅｃｏプロジェクト（通年）
　水俣高校は、アイシティｅｃｏプロジェクトに参加して
います。コンタクトレンズの空ケースを回収してリサイク
ル素材として売却し、その利益が日本アイバンク協会に寄
付されるという活動です。
　各教室に空ケースの回収ボックスを常設しており、生徒
は日常的に回収活動に参加しています。また、地元の眼科
クリニックに協力を仰ぎ、クリニックで出た空ケースの回
収も行っています。
　この活動の意義を明確に示すことで、今後も活動が長く
継続することを目指しています。

水俣高校エコスクール委員会
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県からの情報

写真１：美化委員・環境委員

写真３：環境美化前 写真４：環境美化後 写真５：ゴミ計量

写真２：建築コース生徒制作
資源箱

写真７：廊下常設回収
ボックスと周知ポスター

資料１：グリーンフラッグ認定証

資料２：ゴミ計量値の推移

写真６：教室常設回収ボックス
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環境センターイベント報告

Ｑ　どのようなイベントですか？
　SUP（スタンドアップバドルボードの略で、専
用のボードによってパドルで漕ぎ進むウォータース
ポーツ）体験、ビーチクリーン活動などを通して、
きれいな海を体感し、自然を守りたいと感じてもら
うイベントです。

Ｑ　参加者の様子はどうでしたか？
　参加者からは、頻繁に「楽しかった」「もっとや
りたい」との声があり、とても楽しんでイベントに
参加していました。また、環境についての学習も真
剣に取り組み、イベント終了後に周辺のゴミ拾いを
自主的に行っている方もいました。

Ｑ　参加者は何人でしたか？
　県内各地から109人の応募があり、当選した41
人が参加しました。ここ数年実施したイベントの中
で、最大の応募数がありました。応募いただき、あ
りがとうございました。

Ｑ　イベントを実施して、どうでしたか？
　SUPのインストラクターをしていただき、日頃
から海の環境保全に取り組んでいる大澤さん（から
たち代表）から、今回のイベントにおける参加者の
環境に対する意識の変化をとてもうれしく思ってい
るとのお言葉をいただきました。
　ぜひ、来年度も実施できるように計画を立ててい
きたいと考えています。

　今年度、コロナ禍の中、感染症対策を十分に行いながら、イベントを開催しました。多くのイベントを
実施しましたが、その中から２つについて、担当者へのインタビュー形式で紹介します。

ＳＵＰ　～海を感じて地球（ふるさと）を想う～
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環境センターイベント報告

　この他にも、4/18バードウォッチング＆リ・グラスアートを作ろう、6/27グリーンカーテンを作
ろう、8/1磯のいきもの観察会、9/25干潟観察会、10/2作って飛ばそう！ペットボトルロケット、
10/16化石レプリカを作ろう！、11/3作ろう！学ぼう！災害サバイバル教室、11/13、14エコロジス
ト・リーダ養成講座、12/5まつぼっくりでクリスマスツリーを作ろう！、12/11ミニ門松づくりを実
施しました（令和３年12月末時点）。多くの方に応募・参加していただき、ありがとうございました。

Ｑ　参加者は何人でしたか？
　大人19人、子ども22人、計41人が参加しました。コロ
ナ禍で、２年ぶりの開催になりましたが、多くの方に関心
を持っていただきました。私自身初めての人形劇でしたが、
引き込まれる劇でとても楽しませてもらい
ました。

Ｑ　参加者の様子はどうでしたか？
　多くの参加者から、「よかった」「楽しかった」との声を
いただきました。また、「大人でも、人形や声、話に引き込
まれ楽しめました」との意見もいただきました。劇が始ま
ると子どもたちが一心に劇に集中する姿がとても印象的で
した。

Ｑ　どのようなイベントですか？
　人形劇ファンタジアによる、森の動物や
植物などを主人公とする人形劇をとおし
て、子どもたちに自然の大切さや優しさを
感じてもらい、日常生活にはない空間演出
を楽しんでもらうイベントです。

Ｑ　イベントを実施して、どうでしたか？
　実は、劇は一人の方によって行われていました。その卓
越した技術にとても感心しました。また、特に小さい子ど
もたちが楽しんでもらえるイベントになり、とてもうれ
しかったです。今後も人形劇だけでなく、多くのイベント
で小さい子どもから大人の方まで環境について学べるよう
に、計画を立てていきたいと思います。

人形劇
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施設紹介

　皆さんの環境を大切にする活動に、少しでも貢献するために
読者アンケートを実施しています。右のＱＲコードより、
アンケートに答えることができます（実施時間約５分）。
今回のエコタイムズは、前回の読者アンケートを参考に編集しました。
ぜひ、皆さんの考えをお聞かせください。

　映像資料だけでなく、パネルでは、地球の危機、温暖化の仕組み、SDGs、温暖化対策の取組などの
資料を見ることができます。特に、県内に的を絞った、熊本の地形的特徴、熊本の温暖化の影響、グ
ラフで見る熊本の温暖化の資料は、温暖化問題を身近に感じることができるものに
なっています。環境センターで、地球温暖化について学び、自分にできる対策を一
緒に考えてみませんか。

　最近注目を集めている地球温暖化問題。環境センター内のエコステージでは、地球温暖化に特化し
た展示があります。地球の成り立ち、地球温暖化の仕組み、世界や熊本の温暖化防止の取組を、11ｍ
の大型スクリーンを使った映像で学習することができます。また、地球温暖化に関する気候変動シミュ
レーションを用いた関連資料を見ることもできます。
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環境センターＶＲ展示紹介



－10－

エコマンガ



　環境センターの職員が、県内各地に出向き、環境学習と制作体験を行う、
動く環境教室を、今年も多くの団体にご活用いただきました。令和３年12
月末時点で、38団体1870人に受講いただきました。最初は制作体験に戸
惑う参加者が、時間を忘れて熱心に作業をされる姿をたくさん見ることが
できました。また、ＵＶビーズストラップを作成した後に「すごくきれい
な色だね」や、「帰ってから、使わない部屋の電気を消すようにします」
との声を聞くことができました。この講座が、参加される方の環境を大切
にする行動につながることができ、とてもうれしく思います。

令和３年度実施団体（敬称略）令和３年12月末実施まで

八代市立第二中学校、八代白百合幼稚園、山鹿市生涯学習講座、
熊本大学教育学部付属小学校４年２組、ひかりサンガクラブ、合
生コミュニティ地域づくり運営委員会、さくらんぼクラブ１組２
組、人吉乳児保育園わくわく学童クラブ、株式会社アドルーム、
菊池市中央公民館キクロス、熊本市立白中学校特別支援学級、菊
池市生涯学習センター、玉名地域振興局土木部、南関町立南関第
四小学校４年生、長洲町中央児童館、菊陽町中央公民館、水俣市
立水俣第一小学校４年生、水俣市立水俣第二小学２年生、ＪＡあ
しきた女性部津奈木支部、熊本市立城南小学校２年生、山鹿市立
大道小学校２年生、八代市立高田小学校２年生、山鹿市立平小城
小学校、芦北町立湯浦小学校放課後子ども教室、水俣市立袋小学
校１年生、水俣市立水俣第一小学校２年生、熊本市南部まちづく
りセンター、熊本市立碩台小学校２年生、宇土市網津公民館、熊
本市西部交流センター、県立菊池支援学校小学部３・４年生、相
良村立相良南小学校２年生、エコアくまもと、芦北町立佐敷小学
校放課後教室、宇土公民館、熊本市立城南図書館、宇土市花園公
民館、熊本市立古町小学校５年生

　環境センターでは、他にも、里山体験やエコクッキング
などの体験学習や、竹箸づくりなどの自然体素材を生かし
たものづくりなどができるエコロジスト・リーダー派遣
（令和３年12月末までに11回実施）や、各分野の専門家や
大学教授などが自然観察会や学習会を行う環境教育指導者
派遣（令和３年12月末までに15回実施）
　　　　　　　などもあります。

－11－
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この本をすすめたい！

あ
と
が
き

　環境センターは、空調改修工事のため令和３年２月から６月まで、感染拡大防止のため８月、９月を
休館しておりましたが、10月より開館しました。開館後多くの方に来館いただき、感謝申し上げます。
今後も感染症対策に万全を期してまいります。また、企画した各イベントには、定員を超える応募があり、
うれしく思います。令和４年度も皆さまが充実した環境についての学習ができるように、展示の工夫や
イベントを行えるように計画中です。皆さまのご来館・イベントへのご参加をお待ちしております。

新　刊　紹　介新　刊　紹　介 新しい図書がはいりました新しい図書がはいりました

図解でわかる14歳からの脱炭素
インフォビジュアル研究所／著

プラスチックごみ問題入門 栗岡　理子／著
脱炭素時代を生き抜くための「エネルギー」入門

齋藤　勝裕／著
子どもの命と未来を守る！「防災」の新常識

奥村　奈津美／著

マンガで学ぶSDGs①～④ 蟹江　憲史／著
山火事のサバイバル ゴムドリ／著
地球環境博士になれるピクチャーブック①～③

ハンナ・ウィルソン／著
きみはぼうさいたいし にかい　としひろ／著

『こども環境学』　　　　朝岡幸彦／監修
　異常気象が増えている？北極の氷がとけている？いま、地球は何
が起こっているの？
　「SDGs（持続可能な開発目標）」の土台となる環境問題をわかり
やすくゼロから学ぶことができます。
　「環境学」とは何か？から始まり、身近なスーパーのレジ袋の話
や給食の食べ残しの話など身近な話題も取り上げられています。環
境問題について考えるはじめの一歩になるかもしれない１冊です。

『最近、地球が暑くてクマってます。シロクマが教えてくれた温暖
化時代を幸せに生き抜く方法』水野敬也／著
　「あの、もしかして日本の人ですか？レジ袋有料化だけじゃあ温
室効果ガス、全然減らないんですよ。クマっちゃうんですよね…」
　北極にすむシロクマの親子が地球温暖化を解決できる方法をお教
えしちゃいます。
　写真も盛りだくさんで、ほのぼのとしてくすりと笑えるわかりや
すくて楽しい地球温暖化対策について考える１冊です。

児童書
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